
　

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
高
齢
者
福

祉
施
設
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
法
人
が

経
営
す
る
施
設
・
事
業
者
の
代
表
者
を

会
員
と
す
る
協
議
会
で
、
平
成
２１
年
１

月
２２
日
に
一
般
社
団
法
人
と
し
て
設
立

し
ま
し
た
が
、
前
身
は
神
奈
川
県
老
人

ホ
ー
ム
協
会
と
し
て
昭
和
４３
年
４
月
に

発
足
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
４５
年
間
で
高
齢
者
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
随
分
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
後
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
ど
も
と

致
し
ま
し
て
は
益
々
そ
の
使
命
、
責
任

の
重
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
高
齢

の
方
々
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
社
会
と

な
る
よ
う
、
様
々
な
方
々
と
協
力
し
合

い
な
が

ら
努
力

し
て
ま

い
り
た

い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

　

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
と
の
関
係

は
、
平
成
５
年
に
老
人
ホ
ー
ム
で
の
介

護
職
の
専
門
性
の
必
要
性
か
ら
神
奈
川

県
老
人
ホ
ー
ム
協
会
内
に
「
神
奈
川
県

介
護
福
祉
士
会
」
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
後
独
立
さ

れ
現
在
で
は
１
、
０
０
０
人
を
超
え
る

会
員
を
擁
す
る
大
き
な
組
織
と
な
り
、

昨
年
度
に
は
公
益
社
団
法
人
化
さ
れ
る

な
ど
社
会
的
に
も
重
要
な
位
置
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
ど
も
の
協
議
会
と

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
と
は
同
じ
高

齢
者
福
祉
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担

う
も
の
と
し
て
非
常
に
近
い
関
係
に
あ

り
ま
す
し
、
私
ど
も
協
議
会
会
員
の
介

護
職
員
の
資
質
向
上
に
も
大
変
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
２４
年
度
に
実
施
し
た
介

護
技
術
指
導
者
研
修
で
は
、
神
奈
川
県

介
護
福
祉
士
会
か
ら
派
遣
い
た
だ
い
た

介
護
技
術
講
習
指
導
者
の
お
力
添
え
に

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
受
講
生
が
職
場
や
地

域
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
４
日
間
の
日
程
を
組

み
、
１
日
目
、
２
日
目
は
介
護
理
論
と

介
護
技
術
の
再
確
認
を
、
約
３
ヶ
月
を

お
い
て
実
施
し
た
第
３
回
目
で
は
実
技

試
験
と
受
講
生
に
よ
る
介
護
取
組
事
例

の
発
表
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
年
３

月
に
実
施
し
た
第
４
回
目
で
は
職
場
で

指
導
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
の
再
確

認
と
指
導
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
講
師
と
受

講
生
が
一
緒
に
な
っ
て
研
修
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
内
容
の
研
修

を
開
催
で
き
ま
し
た
の
も
、
研
修
内
容

に
関
す
る
的
確
な
助
言
や
事
例
発
表
に

お
け
る
講
評
、
解
り
や
す
い
指
導
上
の

ポ
イ
ン
ト
の
指
摘
な
ど
、
本
当
に
親
身

に
な
っ
て
お
教
え
い
た
だ
た
お
陰
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
と
は
、
設
立
の
経
緯
の
ほ
か
同

じ
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
目
指
す
も
の

と
し
て
、
様
々
な
場
面
で
今
ま
で
に
も

増
し
て
協
調
関
係
を
持
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
私
ど
も
協
議
会
へ
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
貴
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（1）41号 （公益社団法人 神奈川県介護福祉士会会報） 平成２5年4月２５日ほほえみ

和田道子様　78才　　
養護老人ホームで生活し、冬は帽子、マフラーを編み、夏は布草履を作っていらっしゃいます。

ともにほほえむ

高
齢
者
福
祉
の
増
進
に
共
に
歩
む

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
高
齢
者
福
祉
施
設
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
栗
田
敏
彦



平成２5年4月２５日 （公益社団法人 神奈川県介護福祉士会会報） 41号（２）ほほえみ

・豊かな生活を支援する会

　山崎
　齋藤
　丸山
　久米田
　入山
○熊谷
　井上
　袴田
　島谷

○平野
　阿部
　久米田
　井上
　袴田
　入山
　山崎

○田島
　三ヶ島

○コッシュ石井
　田島
　浦野
　内田

　内田
○浦野

　齋藤

　コッシュ石井

○梅田
　田口
　熊谷
　丸山
　島谷

○田口

○三ヶ島
　阿部

横浜北　支部
横浜南　支部
川崎　支部
横須賀・三浦　支部
県央　支部
湘南東　支部
湘南西　支部
県西　支部
相模原　支部

1）組織運営
　　　会　長　野上　薫子
　　　副会長　平野　浩子
　　　副会長　梅田　　滋

2）研修

項目
定時総会
理事会
選挙管理委員会

１
２
３

3）相談・助言

4）広報・普及・啓発

5）地域福祉

6）調査研究

7）福祉サービス向上

・福祉サービス第三者評価事業（福祉サービス第三者評価・
調査員研修）

・受験対策事業（介護福祉士・介護支援専門員）　
・研修等受託事業
・実務者研修
・実務者研修教員講習会
・講師養成事業

・災害対策研究会（災害時体制整備・研修等）
・ケアマネジメント研究会（施設版ケアマネジメントマニュア
ル作成）

・介護技術研究会（神奈川県介護福祉士会編介護技術の基本
マニュアル追加内容の検討）

・介護過程の展開研究会

・介護相談事業
・セミナー等の開催
・学習会・研修会
・情報交換会

・機関紙発行
・ホームページ管理
・介護の日普及事業

・小規模事業所コーディネート
・介護職 110 番
・福祉施設就職相談会

・講演会・セミナー
・スキルアップ研修
・フォローアップ研修
・介護技術研修
・職域別研修

・介護福祉士初任者研修
・介護福祉士ファーストステップ研修
・サービス提供責任者研修
・介護技術講習指導者養成講習
・介護福祉士実習指導者講習

・総会・理事会等準備
・公益社団法人としての基盤整備
・会員証作成
・組織拡大（会員・賛助会員の加入促進等）
・養成校・関係団体との連携・共催事業　
・補助金事業・委託事業等

事業部 担当理事

内　　　　　容

事業内容

6月15日
5/11 、6/8 、8/3、10/19、12/14 、2/8  、3/15　（7回）
12月

平成25年度　事　業　運　営　



（3）41号 （公益社団法人 神奈川県介護福祉士会会報） 平成２5年4月２５日ほほえみ

●
県
内
九
支
部
で
の
活
動
を
企
画
、
運

営
す
る
支
部
長
・
副
支
部
長
さ
ん
は
次

の
通
り
で
す
。

横
浜
北
　
　
支
部
長
　
　
山
崎
　
清
乃

　
　
　
　
　
副
支
部
長
　
森
澤
　
裕
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
南
　
　
支
部
長
　
　
齋
藤
　
美
貴

　
　
　
　
　
副
支
部
長
　
鎌
田
サ
ト
子

川
崎
　
　
　
支
部
長
　
　
丸
山
タ
ヱ
子

　
　
　
　
　
副
支
部
長
　
須
山
　
成
美

横
須
賀
・
三
浦
　
支
部
長
　
　
久
米
田
敬
子

　
　
　
　
　
副
支
部
長
　
岩
澤
　
由
美

県
央
　
　
　
支
部
長
　
　
入
山
　
未
央

　
　
　
　
　
副
支
部
長
　
大
熊
か
な
江

湘
南
東
　
　
支
部
長
　
　
熊
谷
真
理
子

　
　
　
　
　
副
支
部
長
　
小
野
　
裕
子

湘
南
西
　
　
支
部
長
　
　
井
上
　
康
子

　
　
　
　
　
副
支
部
長
　
林
田
か
な
江

県
西
　
　
　
支
部
長
　
　
袴
田
は
る
江

　
　
　
　
　
副
支
部
長
　
露
木
千
代
子

相
模
原
　
　
支
部
長
　
　
島
谷
　
尚
子

　
　
　
　
　
副
支
部
長
　
宮
崎
恵
美
子

　
　

正
・
副
支
部
長
の
ご
紹
介

平成25年度 公益社団法人神奈川県介護福祉士会 年間研修予定

○ファーストステップ研修領域Ⅰ⑤（9/21）

●介護支援専門員実務研修受験模擬試験（9/14）

◎「たんの吸引・経管栄養」についての知識と理解（調整中）

＊第三者評価調査員研修②（9/7）

○サービス提供責任者研修⑤（7/6）⑥（7/20）

○ファーストステップ研修領域Ⅰ①（7/7）②（7/21）

○実務者研修教員講習会⑤（7/13）⑥（7/28）

＊第三者評価調査員研修①（7/27）

○サービス提供責任者研修③（6/1）④（6/22）

○実務者研修教員講習会①（6/2）②（6/9）③（6/16）

　④（6/29）

○サービス提供責任者研修②（5/18）

○サービス提供責任者研修①（4/27） ○ファーストステップ研修領域Ⅰ⑥（10/5）

○ファーストステップ研修領域Ⅱ①（10/26）

◎介護福祉士初任者研修（10/6・9・15）

●介護福祉士国家試験受験準備講習会Ⅰ（調整中）

○ファーストステップ研修領域Ⅱ②（11/9）③（11/23）

●介護福祉士国家試験受験準備講習会Ⅱ（11/3・10・24）

◎介護過程の展開（調整中）

○ファーストステップ研修領域Ⅰ③（8/10）④（8/31）

○実習指導者講習会①（8/10）②（8/11）③（8/14）

　④（8/16)

○介護技術講習指導者養成講習会①（8/15）②（8/18）

　③（8/24）

○実務者研修教員講習会⑦（8/4）⑧（8/17）

●介護支援専門員実務研修受験準備講習会（8/17・18）

４ 

月

５ 

月

7 

月

8 

月

9 

月

６ 

月

10 

月

11 

月

12 
月

1 

月

2 

月

3 

月

○ファーストステップ研修領域Ⅲ①（12/15）

●介護福祉士国家試験全国一斉模擬試験（12/7）

○ファーストステップ研修領域Ⅲ②（1/11）③（1/25）

○ファーストステップ研修領域Ⅲ⑤（3/1）⑥（3/21）

○ファーストステップ研修領域Ⅲ④（2/15）

●介護福祉士国家試験介護実技講習（2/15）

※予定は変更される可能性もあります。最新の予定は、ホームページ等でご確認ください。　　　　　　　　　　　　　　　（H25.4.10現在）



平成２5年4月２５日 （公益社団法人 神奈川県介護福祉士会会報） 41号（4）ほほえみ

　

平
成
１９
年
成
立
の
「
改
正
社
会
福

祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」
で
は
介

護
福
祉
士
の
定
義
規
定
（
心
身
の
状

況
に
応
じ
た
介
護
）
・
義
務
規
定

（
①
誠
実
義
務
②
連
携
義
務
③
資
質

向
上
義
務
）
及
び
資
格
取
方
法
の
一

元
化
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
平
成
２７
年
4
月
1
日
施
行

の
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
方
法
の
一

元
化
に
向
け
て
、
初
任
者
研
修
―
介

護
福
祉
士
―
認
定
介
護
福
祉
士
（
仮

称
）
の
新
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
も
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
介
護
福
祉
士
の
歴
史

は
序
章
を
終
え
て
、
新
し
い
第
一
歩

を
ふ
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
本
会
に
と
っ
て
公

益
社
団
法
人
（
平
成
24
年
10
月
1
日

に
公
益
社
団
法
人
に
移
行
）
と
し
て

の
実
質
ス
タ
ー
ト
の
一
年
に
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
本
年
は
、
時
代
の

要
請
と
定
款
に
定
め
る
目
的
「
介
護

福
祉
士
の
資
質
の
向
上
及
び
県
民
の

福
祉
の
増
進
」
を
達
成
す
る
た
め
の

各
事
業
が
円
滑
に
発
展
的
に
展
開
出

来
る
よ
う
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て

の
基
盤
整
備
を
重
点
目
標
に
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
野
上
薫
子
）

組織運営事業部
　

研
修
事
業
部
は
介
護
福
祉
士
会
の

一
番
基
幹
と
な
る
事
業
を
担
当
し
、

そ
の
活
動
は
、
会
員
の
皆
様
だ
け
に

限
ら
ず
一
般
の
福
祉
に
関
心
の
あ
る

方
達
に
も
受
講
し
て
い
た
だ
け
る
研

修
や
講
演
会
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
本
年
は
役
員
も
七
名
に

増
や
し
、
各
研
修
を
担
当
し
ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
の
総
合
的
な
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
目
的
と
す
る
研
修
に

は
、
介
護
福
祉
士
初
任
者
研
修
、
フ

ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
責
任
者
研
修
、
介
護
技
術
講

習
指
導
者
養
成
講
習
、
実
習
指
導
者

講
習
等
が
あ
り
、
本
年
も
受
講
し
や

す
い
よ
う
に
ご
案
内
も
早
目
に
し
ま

す
。

　

職
域
別
研
修
は
、
現
在
介
護
福
祉

士
が
い
ろ
い
ろ
な
職
場
で
活
動
し
て

い
る
の
で
、
「
今
、
皆
様
が
何
を
学

び
た
い
か
、
ど
ん
な
知
識
を
必
要
と

し
て
い
る
か
」
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
反

映
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
研
修
・
講
演
会
の
お
知

ら
せ
は
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
な
ど
の
媒
体
も
使
い
皆
様
の
職
場

に
も
お
届
け
し
、
よ
り
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
平
野
浩
子
）

研修事業部

　

当
事
業
部
の
主
な
事
業
は
、
機
関

紙「
ほ
ほ
え
み
」の
発
行
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
管
理
、そ
し
て
介
護
の
日
の

普
及
活
動
で
す
。

　
「
ほ
ほ
え
み
」は
当
会
設
立
時
よ
り

二
十
年
の
間
、
会
員
の
み
な
さ
ん
を

つ
な
ぐ
機
関
紙
と
し
て
四
十
一
号
を

発
行
し
て
き
ま
し
た
。
更
に
読
み
や

す
く
、役
に
立
ち
、会
員
の
み
な
さ
ん

に「
ほ
ほ
え
み
を
読
む
の
が
楽
し
み
！
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面

作
り
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
管
理
に
も
力
を
入
れ
、旬

の
情
報
や
機
関
紙「
ほ
ほ
え
み
」に
掲

載
し
き
れ
な
い
情
報
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
予
定
で
す
。そ

し
て
、毎
年
十
一
月
十
一
日
の「
介
護

の
日
」に
、横
浜
駅
前
な
ど
を
中
心
に

P
R
活
動
を
し
て
い
る「
介
護
の
日

ひ
ろ
め
隊
」は
、今
年
度
も
元
気
に
出

動
予
定
で
す
。み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
！

　

当
事
業
部
の
今
年
度
の
目
標
は
、

会
か
ら
の
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で

な
く
、会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
情

報
を
機
関
紙「
ほ
ほ
え
み
」や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
ほ
ほ
え
み
便
り
」を
通
し

て
発
信
す
る
こ
と
で
、
会
と
み
な
さ

ん
の
よ
り
良
い
双
方
向
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

（
コ
ッ
シ
ュ
石
井
美
千
代
）

広報・普及・啓発事業部
　

相
談
・
助
言
事
業
部
は
、
介
護
職

一
一
〇
番
や
福
祉
施
設
就
職
相
談

会
、
神
奈
川
県
か
ら
の
委
託
事
業
で

あ
る
小
規
模
事
業
所
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業
を
担
当
し
ま
す
。

　

介
護
職
一
一
〇
番
は
、
設
置
し
て

十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は

相
談
件
数
が
増
え
、
県
外
か
ら
の
電

話
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

　

小
規
模
事
業
所
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

事
業
は
、
今
年
度
も
神
奈
川
県
か
ら

介
護
福
祉
士
会
に
委
託
が
あ
り
ま
し

た
。
県
内
の
各
地
域
に
お
い
て
、
複

数
（
五
ケ
所
以
上
）
の
小
規
模
事
業

所
が
連
携
し
て
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、

県
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
研
修
会
開

催
等
の
費
用
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

小
規
模
事
業
所
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

事
業
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
も
の
で
、
名
称
は
変
わ
り
ま

し
た
が
、
今
年
度
で
五
年
目
の
事
業

と
な
り
ま
す
。

　

県
全
体
を
見
る
と
、
グ
ル
ー
プ
の

活
動
の
な
い
地
域
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
は
前
年
度
以
上
に
、
広

く
小
規
模
事
業
所
連
携
事
業
が
活
用

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。（

田
島
セ
イ
子
）

相談・助言事業部

事
業
部
紹
介



（5）41号 （公益社団法人 神奈川県介護福祉士会会報） 平成２5年4月２５日ほほえみ

　

今
年
度
は
、
正
副
支
部
長
会
議
を

年
二
回
行
い
、
学
習
会
、
介
護
相
談

会
、
親
睦
会
な
ど
、
活
動
を
通
し
て

の
情
報
交
換
を
行
な
い
、
各
支
部
で

活
動
の
参
考
に
な
る
よ
う
に
支
部

長
・
副
支
部
長
を
支
援
す
る
。

　

学
習
会
へ
の
ひ
と
り
で
も
多
い
参

加
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
広
報
し
た
ら
良
い
か
、

新
し
い
会
員
を
増
や
す
た
め
に
は
身

近
な
地
域
の
活
動
が
要
に
な
っ
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
今
年
は
地
域
に
根

ざ
し
た
学
習
会
を
行
な
う
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
地
域
と

の
連
携
を
図
る
た
め
に
も
、
も
っ
と

身
近
な
施
設
や
公
民
館
等
の
地
域
資

源
を
活
か
し
、
会
員
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
学
習
会
や
懇
親
会
を
行

い
、
介
護
福
祉
士
会
を
地
域
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
発

信
と
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活

動
を
行
な
っ
て
行
き
た
い
。

（
熊
谷
眞
理
子
）

地域福祉事業部
　

平
成
二
十
五
年
度
の
取
り
組
み
テ

ー
マ
は
大
き
く
分
け
て
四
本
あ
り
ま

す
。
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
介
護
技
術
研
究
会
」
と
「
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」
、
こ
れ
に
加

え
て
新
し
く
「
災
害
対
策
研
究
会
」

と
「
介
護
過
程
の
展
開
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
す
。
災
害
対
策
研
究
会

は
二
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災

地
へ
行
っ
た
経
験
か
ら
、
災
害
時
に

介
護
福
祉
士
と
し
て
、
介
護
福
祉
士

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
職
能
団
体

と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
る

べ
き
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
「
介

護
過
程
の
展
開
」
に
つ
い
て
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｆ
に
基
づ
い
た
展
開
方
法
を
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。
他
の
二
本
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
テ
キ
ス
ト
本
を

発
行
し
た
介
護
技
術
に
関
し
て
、
皆

様
よ
り
動
き
が
よ
り
わ
か
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
要
望
が
多
か
っ
た
の
で
、
動
画
作

成
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
施
設
入
所
者
に
使
用
す
る
た
め

の
わ
か
り
や
す
い
テ
キ
ス
ト
を
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
浦
野
直
子
）

調査研究事業部

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
機
関

と
し
て
活
動
を
始
め
て
、
五
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
四
年
間

で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
七
件
、

障
害
者
支
援
施
設
六
件
、
保
育
所
一

件
、
障
害
者
ケ
ア
ホ
ー
ム
十
三
件
の

評
価
の
実
績
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
既
に
数
か
所
の
事
業
所

か
ら
受
審
の
打
診
が
あ
り
、
準
備
を

す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
今
年
度
よ
り
、
児
童
養
護
施
設

等
の
社
会
的
養
護
関
係
施
設
の
第
三

者
評
価
が
始
ま
り
ま
す
。
福
祉
専
門

職
団
体
と
し
て
、
社
会
的
養
護
関
係

施
設
の
第
三
者
評
価
に
も
関
わ
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

　

本
会
の
第
三
者
評
価
は
、
神
奈
川

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
発
し
た
項

目
・
手
法
を
引
き
継
い
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
手
法
は
、
受
審
事
業

所
の
現
状
を
〇
×
の
み
で
評
価
す
る

の
で
は
な
く
、
事
業
所
の
優
れ
た
取

り
組
み
や
努
力
し
て
い
る
点
を
支
援

し
て
い
く
手
法
で
す
。

　

第
三
者
評
価
は
受
審
料
も
高
く
、

取
り
組
み
は
思
っ
た
よ
う
に
す
す
み

ま
せ
ん
が
、
お
近
く
の
事
業
所
に
、

受
審
を
す
す
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。（

田
口
久
美
子
）

福祉サービス第三者評価事業
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
事
業
部
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
や

受
託
事
業
、
受
験
対
策
事
業
を
担
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
担
当
役
員
も

六
名
に
増
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を

広
く
展
開
し
、
本
会
の
運
営
を
支
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

第
三
者
評
価
に
つ
い
て
は
別
記
し

ま
す
が
、
昨
年
度
、
介
護
技
術
を
中

心
と
し
た
受
託
事
業
が
大
幅
に
増
え

ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
同
様
の
依

頼
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
研
修
会
の

講
師
を
担
う
人
材
の
養
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

受
験
対
策
事
業
で
は
、
平
成
二
十

七
年
度
よ
り
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

の
受
験
資
格
要
件
が
変
わ
る
こ
と
か

ら
、
四
五
〇
時
間
の
「
実
務
者
研

修
」を
、今
年
度
後
半
に
は
開
始
で
き

る
よ
う
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
以
前
は
生
活
支
援
部
会

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
活
動
も
担

当
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

担
当
者
は
増
え
ま
し
た
が
、
新
規

事
業
を
含
め
多
く
の
事
業
が
あ
り
、

今
後
は
会
員
の
皆
様
に
も
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
事
業
部
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
梅
田　

滋
）

福祉サービス向上事業部
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「
他
人
事
で
は
な
い
認
知
症
〜
知
っ
て

い
ま
す
か
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
〜
」

　

小
阪
先
生
は
、
ま
さ
に
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
を
発
見
さ
れ
た
方
で
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
の
診
察
の
み
な
ら
ず
、
全
国

で
講
演
活
動
を
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
一
般
的
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
で

す
が
、
や
は
り
「
認
知
症
」
と
い
う

テ
ー
マ
は
、
多
く
の
方
が
高
い
関
心
を

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
、
二
十

代
か
ら
八
十
歳
を
越
え
た
方
ま
で
約
八

十
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
は
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知

症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
の
大
切
さ
、
治
療
の
実
際
な
ど

事
例
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
し

下
さ
い
ま
し
た
。
家
族
の
立
場
で
聴
い

て
も
、
専
門
職

の
立
場
と
し
て

も
、
非
常
に
興

味
深
く
有
意
義

な
講
演
会
で
し

た
。

（
理
事
　

内
田
竹

伸
）

潜
在
的
福
祉・介
護
人
材
参
入
促
進
事
業
　
八
支
部
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

福
祉・介
護
人
材
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
事
業
　
　
六
講
座

「
た
ん
の
吸
引
・
経
管
栄
養
に
つ
い
て

の
知
識
と
理
解
」

　

午
前
中
は
山
本
匡
子
氏
よ
り
、
喀
痰

吸
引
等
の
制
度
の
概
要
、
喀
痰
吸
引
等

の
資
格
取
得
研
修
の
概
要
、
医
療
的
ケ

ア
の
基
礎
と
し
て
感
染
症
防
止
対
策
や

安
全
管
理
体
制
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
ま
し
た
。
午
後
は
河
合
正
美
氏
よ

り
喀
痰
吸
引
の
講
義
と
演
習
、
そ
し
て

経
管
栄
養
の
講
義
と
演
習
が
あ
り
ま
し

た
。
配
布
資
料
以
外
に
実
践
事
例
を
多

く
用
意
し
て
い
た
だ
き
、具
体
的
に
わ

か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

介
護
職
と
し
て
自
分
た
ち
で
出
来
る

事
は
何
な
の
か
、
ま
た
、
看
護
職
員
と

介
護
職
員
の
連
携
に
よ
る
ケ
ア
の
在
り

方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。　

（
理
事　

斉
藤
美
貴
）

横
浜
北　
「
美
味
し
く
食
べ
て
元
気
に
生
き
る
」

　

平
成
２４
年
１１
月
１８
日　

岩
崎
学
園

　
「
サ
ロ
ン・
ド
・
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
」主
宰　

　

料
理
研
究
家　

荻
野
恭
子
氏

横
浜
南　
「
健
康
生
活
へ
の
ユ
ー
モ
ア
ス
キ
ル
」

　

平
成
２４
年
１１
月
１７
日　

ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

　

杏
林
大
学 

健
康
福
祉
科
准
教
授　

朝
野
聡
氏

川
崎　
　
「
む
せ
や
飲
み
込
み
に
く
く
な
る
と
い

　

う
こ
と
は
」

　

平
成
２４
年
１０
月
１４
日　

エ
ポ
ッ
ク
中
原

　

も
ぎ
た
て
耳
鼻
咽
喉
科
院
長　

茂
木
立
学
氏

横
須
賀
・
三
浦　
「
他
人
事
で
は
な
い
認
知
症
〜　

　

知
っ
て
い
ま
す
か
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
〜
」

　

平
成
２５
年
１
月
２０
日　

ヴ
ェ
ル
グ
横
須
賀

　

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ト
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　

小
阪
憲
司
氏

湘
南
東　
「
死
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

　

平
成
２５
年
１
月
２６
日　

藤
沢
産
業
セ
ン
タ
ー

　

N
P
O
法
人
市
民
福
祉
団
体
全
国
協
議
会　

　

復
興
支
援
事
務
所
所
長　

安
部
白
道
氏

湘
南
西　
「
大
切
な
人
と
の
死
別
の
悲
し
み
を
超

　

え
て
」

　

平
成
２４
年
１０
月
２７
日　

平
塚
市
民
セ
ン
タ
ー

　

N
P
O
法
人
日
本
ケ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会

　

臨
床
心
理
士　

品
川
博
二
氏

県
西　
　
「
タ
ク
テ
ィ
ー
ル
ケ
ア
」

　

平
成
２４
年
１２
月
１
日　

小
田
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
福
祉
研
究
会　

シ
ル
ビ
ア

　

ホ
ー
ム
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

原
智
代
氏

相
模
原　
「
元
気
の
出
る
心
理
学
」

　

平
成
２４
年
１１
月
２４
日　

ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み

　

N
P
O
法
人
日
本
ケ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会

　

臨
床
心
理
士　

品
川
博
二
氏

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
対
策
講
座

　

平
成
２４
年
９
月
１０
日
、
１７
日
、
１０
月
１９
日
、２８

　

日
、１１
月
２
日
、１７
日（
計
６
日
）

　

ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

　

城
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

加
藤
雅
紀
氏
、

　

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会　

理
事

認
知
症
の
人
の
ケ
ア

　

平
成
２４
年
１１
月
２３
日
、１２
月
２
日

　

藤
沢
産
業
セ
ン
タ
ー

　

浜
松
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
院 

　

教
授　

中
村
裕
子
氏

介
護
技
術
指
導
者
育
成
研
修

　

平
成
２４
年
１０
月
１６
日
、１１
月
７
日
、１１
月
１４
日

　

ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

　

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会　

介
護
技
術
指
導
者

「
た
ん
の
吸
引
・
経
管
栄
養
」に
つ
い
て
の
知
識
と
理
解

　

平
成
２５
年
２
月
２７
日
、３
月
１０
日

　

ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

　

横
須
賀
老
人
ホ
ー
ム

　

看
護
相
談
担
当
課
長　

山
本
匡
子
氏
、

　

副
看
護
師
長　

河
合
正
美
氏

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
学
習

　

平
成
２５
年
１
月
２０
日
、２
月
２５
日
、３
月
１
日

　

ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

　

西
片
医
療
福
祉
研
究
所
主
宰　

山
田
美
代
子
氏

介
護
過
程
の
展
開

　

平
成
２５
年
１
月
２６
日
、２７
日

　

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学

　

浜
松
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
院

　

教
授　

中
村
裕
子
氏
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湘
南
東
支
部
は
、
湘
南
地
区
と
い
わ

れ
る
、
藤
沢
市
・
茅
ヶ
崎
市
・
寒
川
町

の
会
員
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

介
護
の
現
場
は
多
種
多
様
で
、
会
員
の

皆
様
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
土
・
日

を
中
心
に
し
た
学
習
会
を
行
い
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
地

域
の
仲
間
と
し
て
の
横
の
つ
な
が
り
を

活
か
し
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
親
睦

会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

湘
南
東
支
部
の
メ
ン
バ
ー
は
楽
し
く

和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
お
り
、
と
て
も

協
力
的
で
す
。
毎
年
の
活
動
は
会
員
の

方
の
希
望
を
取
り
入
れ
、
身
近
な
労
働

会
館
や
施
設
等
を
お
借
り
し
て
、
多
く

の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。ま
た
内
容
も
職
場
で
困
っ
て
い
る
こ

と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
を
少
し
で
も
解

消
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
の

で
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
会
員

以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

誘
い
あ
わ
せ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
昨
年
発
足
し
た
湘
南
東
支
部
の
会
員

有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

〝
菜
の
花
〞
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
等
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る

所
が
あ
れ
ば
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
ま
た

活
動
で
き
る
時
の
み
で
か
ま
い
ま
せ
ん

の
で
、
〝
菜
の
花
〞
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
２５
年
度
の
活
動
予
定

６
月　

I
C
F
の
視
点
に
よ
る
〝
利
用

　
　
　

者
の
真
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
〞

８
月　

介
護
職
が
で
き
る
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　

ケ
ア
・
懇
親
会

９
月　

全
国
一
斉
介
護
相
談
（
藤
沢
市

　
　
　

市
民
祭
り
の
協
賛
ブ
ー
ス
）

１０
月　

介
護
技
術
（
介
護
者
と
利
用
者

　
　
　

双
方
に
楽
な
介
護
）

１２
月　

高
次
脳
機
能
障
害
に
つい
て
学
ぶ

　
　
　

懇
親
会

2
月　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

3
月　

本
年
度
の
活
動
報
告
と
次
年
度

　
　
　

の
活
動
計
画

　

夏
だ
け
で
は
な
く
、
い
つ
も
良
い
と

こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
ね
！

■
藤
沢
市

　

湘
南
の
海
と
遠
く
に
富
士
山
を
望
む

藤
沢
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観

光
都
市
で
「
東
洋
の
マ
イ
ア
ミ
ビ
ー

チ
」
と
謳
わ
れ
る
美
し
い
海
岸
線
を
有

し
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
で

賑
わ
い
ま
す
。
民
家
の
す
れ
す
れ
を
走

る
江
ノ
電
も
人
気

で
す
。
年
間
を
通

じ
て
季
節
感
溢
れ

る
イ
ベ
ン
ト
や
伝

統
行
事
も
数
多

く
、観
光
客
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

■
茅
ヶ
崎
市

　

サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
や
チ
ュ
ー

ブ
の
歌
が
聞
こ
え
て
く
る
ビ
ー
チ
で
海

水
浴
。
神
輿
が
何
基
も
海
へ
入
り
「
禊

（
み
そ
ぎ
）」を
す
る
浜
降
り
祭
は
、と
て

も
勇
壮
な
も
の
で
す
。
ま
た
江
戸
時
代

の
名
奉
行
大
岡
越
前
守
忠
相
公
の
墓
所

が
、
大
岡
家
の
領
地
で
あ
っ
た
本
市
北

部
の
浄
見
寺
に
あ
り
ま
す
。
茅
ヶ
崎
の

春
祭
り
と
し
て
、

墓
前
祭
、
越
前
行

列
な
ど
様
々
な
催

し
が
行
わ
れ
、市
の

内
外
を
問
わ
ず
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
寒
川
町

　

毎
年
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
寒
川

神
社
は
、
相
模
国
一
之
宮
と
称
さ
れ
、

約
千
五
百
年
余
の
歴
史
を
有
す
る
神
社

で
す
。
朝
廷
を
は
じ
め
、
源
頼
朝
や
武

田
信
玄
な
ど
の
武
将
、
そ
し
て
民
衆

と
、
幅
広
く
信
仰
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
関
八
州
の

裏
鬼
門
に
位
置

し
、
古
く
よ
り

八
方
除
の
守
護

神
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
い
ま

す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作業療法

音楽療法

江ノ島春祭　

江ノ電 藤沢江ノ島

茅ヶ崎市サザンビーチ

大岡越前祭寒川神社 浜降祭

こ
ん
に
ち
は　

湘
南
東
支
部
で
す
！

２
市
１
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
学
習
会
の
様
子



　

こ
の
春
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
桜
が

満
開
！　

出
遅
れ
た
と
思
っ
て
い
た

ら
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
上
野
公
園
で

お
花
見
を
す
る
こ
と
に
。
さ
す
が
は
桜

の
名
所
、
花
の
盛
り
は
過
ぎ
て
も
人
・

人
・
人
…
。
酒
盛
り
を
楽
し
む
の
は
日

本
人
、
韓
国
人
、
中
国
人
に
欧
米
人
。

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
団
体
で
来
た
と
言
う
男

性
に
、
花
見
客
が
使
っ
て
い
る
レ
ジ
ャ

ー
シ
ー
ト
は
ど
こ
で
レ
ン
タ
ル
で
き
る

の
か
と
聞
か
れ
る
。
O
H
A
N
A
M
I

は
意
外
と
世
界
で
有
名
な
言
葉
な
の
か

も
し
れ
な
い
。（
コ
ッ
シ
ュ
石
井
）
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食
生
活
に
は
減
塩
が
大
事
。い
ち
い

ち
計
っ
て
い
た
の
で
は
、量
り
が
な
い

時
な
ど
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
塩
少
々
…
…
親
指
と
人
差
し
指
で
つ

ま
ん
だ
量　

約
０.６
ｇ

●
塩
ひ
と
つ
ま
み
…
…
親
指
、
人
差
し

指
、
中
指
の
三
本
で
つ
ま
ん
だ
量
約

１
ｇ

●
塩
ひ
と
つ
か
み
…
…
片
手
で
塩
を
軽

く
握
り
手
の
ひ
ら
の
中
に
残
っ
た
分

量
約
１５
ｇ

●
ス
パ
ゲ
ッ
テ
イ
（
乾
麺
）
は
手
で
握

っ
て
十
円
玉
大
が
約
８０
ｇ

●
卵
（
Ｍ
）
と
同
じ
大
き
さ
の
根
菜
類

は
、
約
６０
ｇ　

●
ニ
ン
ニ
ク
や
生
姜
一
か
け
と
は
親
指

大
の
大
き
さ
で
約
１０
ｇ

※
「
覚
え
て
お
き
た
い
暮
ら
し
の
基

本
」
よ
り
抜
粋

　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
島
セ
イ
子
）

　

萬
田
医
師
は
、
群
馬
県
高
崎
市
に
あ

る
「
緩
和
ケ
ア
診
療
所　

い
っ
ぽ
」
で

在
宅
緩
和
ケ
ア
医
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
自
宅

で
最
後
ま
で
目
い
っ
ぱ
い
生
き
る
た
め

の
お
手
伝
い
、
人
生
の
幕
引
き
を
手
伝

う
舞
台
係
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
、
と
い
う
言
葉
は

有
名
で
す
が
著
者
は
「
案
外
つ
ら
い
の

で
は
」
と
本
の
中
で
疑
問
を
投
げ
か
け

て
い
ま
す
。
医
師
が
「
い
ら
な
い
」
と

語
る
医
療
と
は
な
ん
な
の
か
、
穏
や
か

な
死
の
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、

た
く
さ
ん
の
気
づ
き
を
も
ら
え
る
本
で

す
。
（
田
島
セ
イ
子
）

編
集
後
記

ほ
ほ
え
み 

四
一
号

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日

発
行　

公
益
社
団
法
人

　
　
　

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会

　
　
　
　
　
　
会
長　

野
上　

薫
子

　
　
　

横
浜
市
西
区
楠
町
九
番
地
七

　
　
　
　
　
　
　

 

T
A
K
ビ
ル
三
階

　
　

電
話 

０
４
５（
３
２
３
）１
０
８
５

　
　
F
A
X 

０
４
５（
３
１
７
）５
９
３
０

E-m
ail:info@

kanagaw
a-accw

.org

　
　

印
刷 

吾
妻
印
刷
株
式
会
社

　
　

電
話 

０
４
５（
７
３
０
）５
１
６
１

　

〝
知
り
た
い
こ
と
〞
〝
教
え
た
い
こ
と
〞
た
め
に
な
る
情
報

を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
き
っ
と
お
役
に
立

て
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
必
見
で
す
よ
。
ま
た
、
皆
様
方
の

投
稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

調理編

書籍紹介

手
ば
か
り
、

目
ば
か
り
で

調
理
を

ス
ム
ー
ズ
に
！

穏
や
か
な
死
に

医
療
は
い
ら
な
い

著
者
・
萬
田
緑
平

朝
日
新
聞
出
版
社

ほほえみ塾
暮らしの
ヒント

介
護
福
祉
士

有
資
格
者
の
み
な
さ
ん
へ

□
本
会
は
…

　
　

専
門
職
業
人
と
し
て
の
社
会
的

地
位
及
び
資
質
の
向
上
と
県
民
の

介
護
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

□
会
員
に
な
る
と
…

　

*
各
種
研
修
会
に
会
員
価
格
で
優

先
的
に
受
講
が
可
能
で
す
。
介

護
技
術
や
介
護
福
祉
の
最
新
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

　

*
日
本
介
護
福
祉
士
会
生
涯
研
修

制
度
の
認
証
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

*
福
利
厚
生
各
種
特
典
が
あ
り
ま

す
。　
　
　

□
会
費
…

　

入
会
金　
　

二
、
〇
〇
〇
円　
　

　

年
会
費　
　

五
、
〇
〇
〇
円

　

賛
助
年
会
費　

　
　

個
人　
　

五
、
〇
〇
〇
円

　
　

団
体　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

＊
同
時
に
日
本
介
護
福
祉
士
会
へ
ご

　

入
会
下
さ
い
。

　

入
会
金　
　

五
、
〇
〇
〇
円　
　

　

年
会
費　
　

三
、
〇
〇
〇
円

会
員
募
集
！
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